
1.　問題と目的
我が国では，2007年に「特殊教育」から「特別
支援教育」への転換がなされた．インクルーシブ
教育システム構築を目指した特別支援教育の推進
のために，文部科学省（2012）は，障害のある教
員の特別支援学校への進出に積極的な意見を表明
している．これを受けて，全国聴覚障害教職員協
議会の調査（2016）では，聴覚障害教職員 1）の総
数は2015年度と比べて6名増加し，総数448名とな
り，年々増加傾向にあると報告されている．
しかし，障害のある教員のための政策が明示さ
れているにもかかわらず，奥沢・廣田（2017），石川・
藤島・熊井（2018）は，特別支援学校にて聴覚に
障害のある教員が教員としての職務遂行をするた
めの職場環境が不充分な現状にあると報告してい
る．石川・藤島・熊井（2018）では，A県内の特
別支援学校（知的）に勤務している聴覚に障害の
ある教員を対象としたインタビュー調査の結果か
ら，〖児童生徒との係わり合いに制限を感じてい
る〗〖健聴教員同士の会話に入れない〗〖会議の時
の情報保障が充分ではない〗が多数回答されたた
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め，これらへの改善方策として自分と異なる障害
のある児童生徒・聴者教員とのコミュニケーショ
ンと会議の情報保障における課題の軽減を挙げて
いる．しかし，聴者教員の視点に着目した職場環
境の課題に対する支援の具体的内容については述
べられていない．
上記を踏まえて本稿では，聴覚に障害のある教
員の職場環境の課題に対して聴者教員が実際に行
なっている支援の具体的内容を明らかにし，職場
環境の改善案について示唆を得ることを目的とし
た．

2.　研究の方法
目的に接近するために，A県を一例とし，聴覚
に障害のある教員と一緒に働いたことがある聴者
教員への半構造化インタビュー調査を行なった．

2.1. 対象者
A県内の特別支援学校に勤務している聴者教員

3名を対象とした（Table 1）．

―聴者教員への半構造化インタビュー調査の結果から―
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2.2. インタビュー質問項目の構成
インタビューの質問項目として，対象者の基本
情報に関するものと職場環境に対する対象者のと
らえ方を調査するためのものを用意した（Table 2）．

2.3. データ収集及び分析の手法
インタビューの内容は対象者の了承を得て，ビ
デオカメラにて記録した．分析においてはインタ
ビューで得られた録画データを逐語録に起こし，

対象者とインタビュアーの発話を質問項目ごとに
分けた．職場環境に対する対象者のとらえ方を調
査する質問項目については，Table 3に示したよう
に，発話データを意味のまとまりごとに区切って
内容を表すラベルをつけた．
次に KJ法（川喜田：1967）を用いてそれぞれ

のラベルの親近性によりグループ化し，カテゴ
リーの産出を試みた（中村：2016，坂田・菅佐：
2009）．インタビューは2017年10～ 11月にかけて
行ない，対象者ひとりあたりのインタビュー時間
は平均84分となった．対象者3名とも手話のでき
る聴者教員だったため，インタビューでは主に日
本語対応手話で対談を進めた．

2.4. 倫理的配慮
本研究は以下のことに配慮して行なった．研究

Table 1． 対象校と対象者

Table 2． 聴者教員へのインタビュー質問項目

Table 3． 分析の例

※「　」は対象者の発言内容，＜　＞はインタビュアーの発言内容　（ｓ教員のインタビューの内容を一部抜粋）
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対象者に研究趣旨，概要について書面と口頭で説
明を行なった後，調査によって得られた情報を研
究以外には使用しないこと，プライバシーの保護
に努めることと，個人が特定されないように配慮
することも併せて口頭で説明し，了承を得た上で
実施した．

3.　結果と考察
インタビューで得られた対象者の基本情報を

Table 4に示す．なお，本稿では内容を［　］，産
出された小カテゴリーを〖　〗，大カテゴリーを
【　】で示すこととする．聴者教員3名のインタ
ビューからは94個の内容が抽出され，それらをも
とにカテゴリーを産出した結果，13個の小カテ
ゴリーに分類することができた．さらに，KJ法
を用いて13個の小カテゴリーをグループ化してみ
たところ，【聴者教員による職場環境の改善案】
【職場環境の課題を改善する上で障壁となるもの】
【聴者教員が実際に行なった職場環境改善の取り
組みの事例と課題】【職場環境改善に対する理念・
意欲】の4つの大カテゴリーが得られた（Table 5）．

3.1.【聴者教員による職場環境の改善案】
この大カテゴリーは5個の小カテゴリーから構

成された．
①〖聴者教員の聴覚障害に関する専門性と意識を
高める〗
この小カテゴリーは，聴者教員が聴覚障害領域
の免許を取得し，聴覚障害に関する知識を増やし
たり，意識を高めたりすることが聴覚に障害のあ
る教員への支援につながることを示していた．具
体的内容として，［特別支援教育の中で特に視覚
と聴覚は専門的な知識と指導力が必要］［免許が
あると勉強した経験を積み重ねることができる］
［熱意と意欲のある教員と一緒に仕事をすると自
分も高められるし，仕事が楽しく感じる］［知識
が全くない教員にとっては少しでも知識のある人
と一緒にいると心強い］［聾学校 2）には手話通訳
士の教員や聴覚障害に関する意識の高い教員がい
るから聴覚に障害のある教員とのコミュニケー
ションはスムーズだと思う］［理解のある教員と
そうでない教員の違いは知識をもっているかどう
かだと思う］などの回答があった．

Table 4． 対象者の基本情報

Table 5． 聴者教員3名へのインタビュー調査の結果
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②〖聴覚に障害のある教員・児童生徒の社会的コ
ミュニケーション技能を高める〗
この小カテゴリーは，聴覚に障害のある教員が
支援をお願いするとき，相手を尊重した言い方な
ど敬意の伝わる言動ができると支援を受けやすく
なることを示していた．また，敬意の伝わる言動
ができるように，聴覚に障害のある児童生徒の社
会的コミュニケーション技能を高めるように育て
ることが大事であることを示していた．具体的内
容として，［敬意をもった付き合いは大事だと思
うから，そういうのができる聴覚に障害のある児
童生徒を育てたい］［相手を尊重できる言い方だ
とサポートを受けやすくなると思う］［コミュニ
ケーションにおける聴覚に障害のある人の判断力
がポイントだと考えている］［聴覚に障害のある
人の社会性コミュニケーションを育むために，聴
覚に障害のある児童生徒への指導をきちんとする
必要がある］などの回答があった．
③〖聴覚に障害のある教員の数を増やして彼らと
の付き合いの量を増やす〗
この小カテゴリーは，聴覚に障害のある教員の
数を増やして彼らとの付き合いの量を増やすこと
が配慮や支援を考える機会の増加につながること
を示していた．具体的内容として，［聴覚に障害
のある教員への配慮，サポートのことを考える機
会を増やすためにも，聴覚に障害のある教員の数
を増やして欲しい］［聴覚に障害のある教員への
サポートに対する意識の違いは付き合いの量から
くると思う］［聴覚に障害のある人にとって当た
り前に感じていることでも聴者は気づいていない
ことがある．そう考えると聴覚に障害のある教員
と一緒に行動して気づくことは大事］などの回答
があった．
④〖大学のときの勉強と支援につながる経験が重
要〗
この小カテゴリーは，聴覚に障害のある教員へ
の支援として，大学のときの勉強と経験が重要で
あり，その経験が現場での支援に生かせることを
示していた．具体的内容として，［聴覚に障害の
ある教員への支援は大学のときに学んだことがヒ
ントとなっている］［夏休みを利用して免許取得
を目指す教員がいるが，免許はそれぐらい大事だ
し，勉強に集中できる時期は大学のときだと思う］

［大学のときに聴覚に障害のある人に囲まれて会
話の内容が掴めない体験をした．それが聴覚に障
害のある人の立場を考える想像力の高まりにつな
がった］［大学のときに聴覚に障害のある人と一
緒に過ごした人は教員になったときに聴覚に障害
のある教員と出会っても色々分かっている］など
の回答があった．
⑤〖現場での支援につながる経験と実感が必要〗
この小カテゴリーは，現場で聴覚に障害のある
教員の支援につながる経験と実感をすることが聴
者教員にとって必要だということを示していた．
具体的内容として，［聴者教員は自分に関係のあ
る情報かどうかを判断することはできるが，聴覚
に障害のある教員はそういう判断ができないこと
に気づいた］［聴覚に障害のある教員の刺激を受
けて子どもの性格が変わった出来事で一緒に働く
意味を考えるようになったから，そういう経験は
必要なのかもしれない］などの回答があった．
以上から，【聴者教員による職場環境の改善案】
として，聴者教員が聴覚障害に関する知識を増や
し，意識を高めることが重要であると確認された．
また，大学のときの勉強と経験が教員となってか
ら生かされていることから，大学のうちに聴覚障
害に関する勉強をしたり，実際に聴覚に障害のあ
る人と係わる経験をしたり，聴覚障害領域免許状
を取得しておくことが好ましいということも確認
できた．
一方，聴覚に障害のある教員は，より良い支援
を受けられるように，相手を尊重した言い方など
敬意が伝わる言動を心がけることが好ましいと
いった聴者教員からの提案も得ることができた．

3.2.【職場環境の課題を改善する上で障壁となる
もの】
この大カテゴリーは4個の小カテゴリーから構

成された．
①〖聴覚に障害のある教員の態度と行動による支
援意欲の低下〗
この小カテゴリーは，聴覚に障害のある教員の
態度と行動が原因で支援の心理的障壁が生ずるこ
とを示していた．具体的内容として，［支援はあっ
たほうが良いと思っている聴者教員はいるが，本
人から言われないと支援できないというのはある
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と思う］［聴覚に障害のある教員はわかっていな
いのにわかったふりをすることがある］［記録し
てあげたり，手話を覚えたりしても聴覚に障害の
ある教員が不服そうな顔をしているという聴者教
員の不満もある］［上からの目線だと聴者教員は
サポートすることに抵抗を感じてしまう］［聴覚
に障害のある教員がサポートをしてもらう必要性
を自覚しないと周囲の教員には伝えられないと思
う］などの回答があった．
②〖聴覚障害に対する聴者教員の意識が不充分〗
この小カテゴリーは，聴者教員の聴覚障害に対
する意識が高まっていないことが，支援の障壁と
なることを示していた．具体的内容として，［会
議のときは必ず情報保障をつけても，職員室内の
雑談など普段の情報保障まで考えていない聴者教
員が多い］［聴覚障害に対する意識が不充分だと
聴覚に障害のある教員と聴者教員との間でズレが
起きると思う］［聴覚に障害のある教員が聴者教
員同士の会話に入れないのは本当に大きな問題だ
と思うが，それに気づいていない聴者教員が多い］
［今は昔と比べてきこえの良い聴覚に障害のある
児童生徒の数が増えているために，聴者教員の聴
覚障害に対する意識が高まっていないと思う］な
どの回答があった．
③〖教員の異動による専門性維持の困難〗
この小カテゴリーは，教員の異動が原因で聴覚
障害教育の専門性維持と向上ができていないこと
を示していた．具体的内容として，［手話通訳の
できる教員が他の学校へ異動してしまい，手話の
できる教員の数が減っている］［今は教員の異動
が多いから聴覚に障害のある教員へのサポートに
対する意識が高まっていないと思う］などの回答
があった．
④〖免許保有者が少ない，免許取得が大変〗
この小カテゴリーは，聴覚障害領域の免許を取
得している聴者教員の数が少なく，教員になって
からの免許取得は大変ということを示していた．
具体的内容として，［知的特別支援学校内で聴覚
の免許を持っている教員は50～ 60人のうちわず
か3～ 4人しかいない］［免許は大学のときに取っ
ておいた方が良い．教員になったあとの免許取得
は大変］の回答があった．
以上から，【職場環境の課題を改善する上で障

壁となるもの】として主に，聴覚に障害のある教
員の態度と行動による支援意欲の低下，聴覚障害
に対する聴者教員の意識が不充分，教員の異動，
聴覚障害領域免許保有者の少なさ，聴覚障害領域
免許取得の困難が挙げられた．雁丸・鄭（2017）は，
聴覚に障害のある生徒の高等教育機関への進学率
が高まっているため，専門性の発展・継承がます
ます喫緊の課題となっていると聴覚障害教育の専
門性を重要視している．さらに，森ら（2017）は，
「特殊教育」から「特別支援教育」への転換がなさ
れた2007年から10年の歳月を経た現在でも，聴覚
障害領域免許状の保有率は充分でなく，人事異動
の問題で聴覚障害教育の専門性を確保することが
難しい状況にあり，聴覚障害教育の専門性の課題
は未だに解消されていないと述べている．

3.3.【聴者教員が実際に行なった職場環境改善の
取り組みの事例と課題】
この大カテゴリーは2個の小カテゴリーから構

成された．
①〖聴者教員が実際に行なった職場環境改善の具
体的な工夫や取り組み〗
この小カテゴリーは，教員としての職務遂行を
する上で聴覚に障害のある教員が直面する職場環
境の課題を改善するために，聴者教員が実際に行
なった職場環境改善の具体的な支援の内容を示し
ていた．具体的内容として，［朝の会議のときは
聴覚に障害のある教員に口の形を見せるように前
の方へ移動する方法を学校全体で共有している］
［数人の話し合いのときは，聴覚に障害のある教
員の隣に座って記録ノートを見せながら確認し
合っている］［聴覚障害の基本的なことは職員会
議のときに周囲の聴者教員に伝えた］［自分は聴
覚に障害のある教員がいる場合は普通の会話でも
必ず手話を使うように心がけている］［情報をも
らうだけでなく，もらった情報をもとにして，自
分の意見を言うことが大事だと聴覚に障害のある
教員にアドバイスをした］などの回答があった．
②〖未だに改善されていない職場環境の課題〗
この小カテゴリーは，未だに職場環境の課題が
改善されていない事例を示していた．具体的内容
として，［聴覚に障害のある教員への具体的サポー
トについては職員会議のときに伝えたが，職員会
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議以外の場面におけるサポートまで上手くつなげ
ることができなかった］［聴覚に障害のある教員
のために，聴者教員に手話の使用を勧めても手話
の勉強をする時間がないと言われる］［教員同士
の会話から聴者教員は学んだり情報を得たりして
いるが，聴覚に障害のある教員はそれができない．
その課題を解決するのは難しいと思う］などの回
答があった．
以上から，【聴者教員が実際に行なった職場環
境改善の取り組みの事例と課題】に属する小カテ
ゴリーを見てみると，聴者教員が実際に行なった
職場環境改善の具体的な支援の内容として，会議
の場面では，口の形を見せられる場所に移動した
り聴覚に障害のある教員の隣に座って記録ノート
を見せたり，などの支援を行なっていることが確
認された．また，聴覚に障害のある教員のことを
考えてアドバイスする回答も見られた．しかし，
会議以外の場面での支援において困難を抱えてい
ることが確認されたことから，石川・藤島・熊井
（2018）でも指摘したように，会議以外の場面で
の支援や職場環境の改善を見据えた周囲の聴者教
員への働きかけに課題が残った．
視覚に障害のある教員の労働環境に関して研究
を行なった中村（2014）は，「職場全体の日常的な
理解と協力が働きやすい環境の基盤となる」「視
覚障害教員が職場の一員として働くためには，職
場全体の理解と協力が必要である．よりよいサ
ポート体制を築くためには，視覚障害教員の困難
を個人の問題に帰着させず，職場全体の問題とし
て共有する方向性を探らなければならない」と述
べているが，本研究においても同様のことがいえ
よう．［聴覚に障害のある教員が聴者教員同士の
会話に入れないのは本当に大きな問題だと思う
が，それに気づいていない聴者教員が多い］［自
分は普通の会話でも聴覚に障害のある教員がいる
場合は必ず手話を使うように心がけている］など
の回答から，会議以外の場面における課題を含め
た職場環境の改善を目指すためには，一部の教員
による支援だけではなく，学校全体での支援が必
要不可欠であるといえる．

3.4.【職場環境改善に対する理念・意欲】
この大カテゴリーは2個の小カテゴリーから構

成された．
①〖聴覚に障害のある同僚の存在を肯定的にとら
えている〗
この小カテゴリーは，聴者教員が聴覚に障害の
ある同僚の存在を肯定的にとらえており，教員と
しての成長志向を示していた．具体的内容とし
て，［聴覚に障害のある教員とどう係われば良い
のかを考えることは自分自身の成長につながる］
［障害のある教員から学べることはたくさんある
から，子どもに教えてもらうと同じように教員同
士も教えてもらう，教え合う関係を作ることを考
える必要がある］［聴覚に障害のある教員を含め
て色々な教員と係わることは自身の成長につなが
ると思うし，もっと聴覚に障害のある教員と話
がしたい］［自分は聴者教員よりも聴覚に障害の
ある教員の方が話しやすいと思っている］［聴覚
に障害のある教員にできることはあると思ってい
る．他の教員と協力して子どもの指導をする必要
はある］［聴者教員にはできなくて逆に聴覚に障
害のある教員にはできることがあるから，同じ職
場の仲間として助け合える形を作ることが理想だ
と思っている］などの回答があった．
②〖職場環境改善に対する意欲〗
この小カテゴリーは，聴者教員が職場環境の改
善に意欲をもち，職場環境の改善に励んでいるこ
とを示していた．具体的内容として，［聴覚に障
害のある教員の困難状況の改善に努めるのも我々
の仕事だと思っている］［職員室内の会話は何か
のヒントになることもあるし，大事だと思うから
我々も情報提供していけるような環境を作らなけ
ればならない］［聴覚に障害のある教員一人だけ
で背負うのではなく，周囲の教員との連携を作る
ことが大事］［聴覚に障害のある教員が聴者教員
同士の会話に入れないことは大きな問題だと思っ
ているが，聴覚に障害のある教員個人の努力で解
決できるものではない］［聴覚に障害のある教員
が困っていることを聴者教員が学ぶ必要性は当然
ある］などの回答があった．
以上から，【職場環境改善に対する理念・意欲】
に属する小カテゴリーを見てみると，今回の対象
者は，聴覚に障害のある教員と一緒に働くことが
自分自身の成長につながる，聴覚に障害のある教
員から学べることはたくさんある，聴覚に障害の
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ある教員にできることはあると思っているといっ
た回答のように，聴覚に障害のある教員の存在を
肯定的にとらえ，職場環境の改善に積極的な姿勢
を示していたことが明らかとなった．

3.5. カテゴリー間の関係と障壁の解消方策
職場環境の改善案について示唆を得るために，
カテゴリー間の関係を視覚的に示す図を作成した
（Fig.1）．以下，職場環境の課題を改善する上で
障壁となるもの（Ⅱ）を解消するためのプロセス
について論述する．
1）聴覚に障害のある教員の態度と行動による支援
意欲の低下（Ⅱ -①）に対する改善案
聴覚に障害のある教員の態度と行動による支援
意欲の低下（Ⅱ -①）を解消するためには，聴覚
に障害のある教員の社会的コミュニケーション技
能を高めて，敬意が伝わる言動を心がける，それ
ができる聴覚に障害のある児童生徒を育てること
が重要だと考えられる（Fig.1の⑴ -①）．そうす
ることで，聴者教員が聴覚に障害のある教員の
存在を肯定的に見るようになり（Fig.1の⑴ -②），
職場環境の改善に対する意欲をもつようになると
思われる（Fig.1の⑴ -③）．

2）聴覚障害に対する聴者教員の意識が不充分　
（Ⅱ -②）に対する改善案
聴覚障害に対する聴者教員の意識が不充分

（Ⅱ -②）を解消するためには，まず，聴覚障害
領域免許保有者の少なさと免許取得の困難を防
ぐ〖大学のときの勉強と支援につながる経験が重
要（Ⅰ -④）〗だと考えられる（Fig.1の⑵ -①）．
また，教員になってからできる手だてとしては，
〖聴者教員の聴覚障害に関する専門性と意識を高
める（Ⅰ -①）〗〖聴覚に障害のある教員の数を増
やして彼らとの付き合いの量を増やす（Ⅰ -③）〗
〖現場での支援につながる経験と実感が必要
（Ⅰ -⑤）〗といった方策が考えられる（Fig.1の
⑵ -②）．［聴覚に障害のある教員へのサポート
に対する意識の違いは付き合いの量からくると
思う］［聴覚に障害のある教員の刺激を受けて
子どもの性格が変わった出来事で一緒に働く意
味を考えるようになったから，そういう経験は
必要なのかもしれない］といった回答から，〖聴
覚に障害のある教員の数を増やして彼らとの付
き合いの量を増やす（Ⅰ -③）〗と，現場での
支援につながる経験と実感の機会が増え，聴者
教員の聴覚障害に関する専門性と意識を高める

Fig.1　大カテゴリーと小カテゴリーの間の関係を示した図
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といった一つのプロセスが考えられる（Fig.1の
⑵ -③）．さらに，［聾学校には手話通訳士の教
員や聴覚障害に関する意識の高い教員がいるか
ら聴覚に障害のある教員とのコミュニケーショ
ンはスムーズだと思う］［理解のある教員とそ
うでない教員の違いは知識をもっているかどう
かだと思う］の回答から，聴者教員の聴覚障害
に関する専門性と意識を高めることが聴覚に
障害のある同僚の存在を肯定的にとらえ（Fig.1
の⑵ -④），職場環境の改善に対する意欲をも
つことにつながると思われる（Fig.1の⑵ -⑤）．

3.6. 職場環境の改善案に対する考察
職場環境を改善する上で障壁となるものとし
て，主に聴覚に障害のある教員の態度と行動によ
る支援意欲の低下と，聴覚障害に対する聴者教員
の意識の不充分が挙げられた．
今回の対象者は，聴覚に障害のある同僚の存在
を肯定的にとらえており，職場環境の改善に積極
的な姿勢を示していた．したがって，職場環境の
改善案として聴覚に障害のある教員側としては〖
聴覚に障害のある教員・児童生徒の社会的コミュ
ニケーション技能を高める（Ⅰ -②）〗が重要で
あるといえよう．一方聴者教員側としては，〖聴
者教員の聴覚障害に関する専門性と意識を高める
（Ⅰ -①）〗〖聴覚に障害のある教員を増やして
彼らとの付き合いの量を増やす（Ⅰ -③）〗〖大
学のときの勉強と支援につながる経験が重要
（Ⅰ -④）〗〖現場での支援につながる経験と実感
が必要（Ⅰ -⑤）〗といった方策をとり，最終的
に聴覚に障害のある同僚の存在を肯定的にとらえ
た上で，職場環境の改善に対する意欲をもつこと
が重要であると示唆された．

4.　まとめと今後の課題
聴者教員3名への半構造化インタビュー調査に
より，職場環境の課題に対して聴者教員が実際に
行なっている支援の具体的内容として，会議の場
面では，口の形を見せられる場所に移動したり聴
覚に障害のある教員の隣に座って記録ノートを見
せたり，などの支援を行なっていることが確認さ
れた．また，聴覚に障害のある教員のことを考え
て周囲の聴者教員に聴覚障害の基本的なことを伝

えたり，会議の場面以外において，聴覚に障害の
ある教員がいる場合は必ず手話を使うように心が
けたり，情報をもらうだけでなく自分の意見を言
うことが大事だとアドバイスをしたりなどの工夫
や取り組みを行なっていることも確認された．
次に，職場環境の改善案について示唆を得るた
めに，聴者教員3名への半構造化インタビュー調
査から得られたカテゴリー間の関係を図示した．
その結果，職場環境の改善として，聴者教員が聴
覚に障害のある同僚の存在を肯定的にとらえ，職
場環境の改善に対する意欲をもつことが重要であ
ると示唆された．
しかし，本研究の対象者は3名と少数であった．
そのため，より的確な改善案を提起するために
は，対象者の数を増やして検討することが求めら
れる．また本研究では，実際に職場環境の改善に
取り組むことと，聴覚に障害のある同僚の存在を
肯定的にとらえ，職場環境の改善に対する意欲を
もつこととの関連を検証するまでには至らなかっ
た．今後の課題として，今回の結果から得られた
示唆の検証を行なう必要があろう．
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Workplace Conditions of Teachers with Hearing Impairments: 
A Study Featuring Interviews with Non-Hearing-Impaired Teachers
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ABSTRACT
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The purpose of this study was to clarify how non-hearing-impaired teachers can help improve the workplace 

conditions for teachers with hearing impairments at schools for students with special needs. Ideas for improving the 

hearing-impaired teachersʼ working conditions were discussed in interviews with three non-hearing-impaired teachers. 

All three responded positively and indicated that they were motivated to support the improvement of workplace 

conditions for their hearing-impaired colleagues. Study results suggest that hearing-impaired teachers require the 

support of non-hearing-impaired teachers to improve their workplace conditions; and that their non-hearing-impaired 

colleagues are motivated to provide support toward achieving that goal.

Key words: schools for special needs education, teachers with hearing impairment, colleagues, workplace conditions
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